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１．シンガポール：「関税ショックの先に見えた光 

                      ～シンガポールの現在地～」 
シンガポール駐在員事務所 髙井昌彦 

 

米国による一方的な関税導入、いわゆる「トランプ関税」は、自由貿易を前提として築かれてきたサ

プライチェーンに大きな衝撃を与えました。物流や生産体制の見直しが迫られ、世界経済への影響が懸

念されています。貿易立国であるシンガポールも、その影響を免れることはできません。同国政府は

GDP 成長率見通しを 1.0〜3.0％から 0.0〜2.0％へと下方修正し、一部では、経済全体の停滞や「東南

アジアのハブ国家」としての地位低下を懸念する声も聞かれました。 

しかし、実際に現地で暮らし、日系・非日系を問わず多くの企業の動向を間近で見ていると、そこか

ら感じられるのは「停滞」ではなく、むしろ「適応」の動きです。今回は、変化の時代に柔軟に対応す

る、シンガポールの姿をお届けします。 

 

【オープンイノベーションが育む新しい経済】 

こうした変化を牽引しているのが、政府主導で進め

られているデジタル・トランスフォーメーション（DX）

です。シンガポールは「Smart Nation」構想を掲げ、

AI、フィンテック、ヘルスケア、バイオテックといっ

た次世代産業への戦略的投資を加速させています。国

立研究機関と民間企業が協働する実証実験や、アジア

市場向けのテストマーケティングが盛んに行われるよ

うになり、まさに「実験都市」としての色合いを強め

ています。 

例えば、自社単独ではリスクが大きく、スピード感

ある推進が難しい新規事業や研究開発を、シンガポールのスタートアップや大学との連携を通じて推進

する「オープンイノベーション」が注目を集めています。この潮流は、日本企業にとっても協業の可能

性を広げるものと言え、実際に、日系企業、日本の自治体や大学が、シンガポールのアクセラレーター

プログラムに参加し、有望な技術を持つベンチャー企業との協業を模索する動きが見られます。 

シンガポールは、今、「新たな価値を共同で創造できる場」として、アジアのビジネス界から注目を

集めています。 

 

【ASEAN のゲートウェイ】 

米中対立や保護主義の台頭により、多くの企業がグ

ローバル戦略の見直しを迫られる中、シンガポールの

「地政学的安定性」と「政治、制度的信頼性」が評価

されています。行政手続きや法務対応が英語で行える

ことによる利便性に加え、国際基準に沿った透明性の

高い制度設計や、日本企業が適応しやすい法務・税務

環境といった強みは健在であり、ビジネス拠点として

の優位性は揺らいでいません。 

現地企業が、シンガポールを起点に東南アジア全域

への事業展開を積極的に進めていることも見逃せませ
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ん。高成長を続けるインドネシアやベトナムなどへのアクセスを考える際、シンガポールに拠点を置く

ことは、合理的な選択肢の一つであると考えられます。また日系企業にとっても、「東南アジアの玄関

口」としてのシンガポールの役割は、引き続き重要性を有しているものと考えられます。 

 

【脱炭素社会を先導する環境先進都市】 

シンガポールは、経済面だけでなく環境政策においても、アジアをリードする存在となりつつありま

す。 

2021 年に立ち上げられたカーボンクレジットの国際取引市場「Climate Impact X」は、環境保全を

重視した官民連携による自主的カーボンクレジット取引市場であり、企業のカーボンオフセットを支援

する透明性の高い革新的なプラットフォームとして世

界から注目を集めています。また、建築分野では、グ

リーン建築の基準化・義務化を推進し、エネルギー効

率の高い都市設計が進んでいます。 

これらは単なる環境対策ではなく、企業競争力を高

める「ESG 戦略」として機能しています。日本企業に

とってシンガポールは、環境技術や省エネソリューシ

ョンを提供できる市場として、また自社のサステナビ

リティ戦略を実践し発信する場として認識され始めて

います。シンガポールは、経済面だけでなく環境政策

においても、アジアをリードする存在となりつつあり

ます。 

 

【おわりに】 

米中摩擦や米国の通商政策に象徴されるように、世界経済を取り巻く環境は不安定さを増しています。

しかし、このような状況にあっても、「いかに事業を設計し、どの市場で成長戦略を追求するべきか」

は、企業経営における重要なテーマであることに変わりはありません。これまで述べてきた、シンガポ

ールが有する「柔軟性」「安定性」、そして東南アジアへの「接続性」といった強みは、変化の時代にお

いて、あらためてその重要性が注目されるべき資質であると考えます。 
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２．為替相場情報 
（１）人民元－円為替相場（中国人民銀行公表仲値） （単位：1人民元当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 20.66073 7月29日 20.73613 7月30日 20.73054 7月31日 20.83030 8月1日 21.01988

8月4日 20.58630 8月5日 20.53009 8月6日 20.62281 8月7日 20.58079 8月8日 20.53346

8月11日 20.62068 8月12日 20.68637 8月13日 20.65860 8月14日 20.57528 8月15日 20.65134

8月18日 20.59181 8月19日 20.66500 8月20日 20.63004 8月21日 20.60369 8月22日 20.73355

　　上記表、及びグラフはこの公表仲値を便宜的に1人民元当たりの日本円へ換算し直した相場です。

　　そのため、正式な人民元相場が必要な場合は、中国人民銀行にお問い合わせ下さい。

（２）ドル－円為替相場（当行公表仲値） （単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 147.77 7月29日 148.54 7月30日 148.25 7月31日 149.39 8月1日 150.79

8月4日 147.64 8月5日 146.98 8月6日 147.63 8月7日 147.67 8月8日 147.26

8月11日 - 8月12日 148.46 8月13日 147.84 8月14日 146.69 8月15日 147.66

8月18日 147.50 8月19日 147.90 8月20日 147.73 8月21日 147.50 8月22日 148.53

19.00

20.00

21.00

22.00

過去1年間の人民元－円相場推移

140

145

150

155

160

過去1年間の米ドル－円相場推移
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（３）タイバーツ－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1バーツ当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 4.5500 7月29日 4.5700 7月30日 4.5800 7月31日 4.5500 8月1日 4.6100

8月4日 4.5400 8月5日 4.5500 8月6日 4.5600 8月7日 4.5700 8月8日 4.5600

8月11日 - 8月12日 4.5600 8月13日 4.5700 8月14日 4.5400 8月15日 4.5600

8月18日 4.5400 8月19日 4.5400 8月20日 4.5400 8月21日 4.5300 8月22日 4.5400

（４）インドネシアルピア－円為替相場（参考値）

（単位：１００ルピア当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 0.9100 7月29日 0.9100 7月30日 0.9100 7月31日 0.9200 8月1日 0.9200

8月4日 0.9000 8月5日 0.9000 8月6日 0.9000 8月7日 0.9100 8月8日 0.9100

8月11日 - 8月12日 0.9200 8月13日 0.9100 8月14日 0.9100 8月15日 0.9200

8月18日 0.9200 8月19日 0.9200 8月20日 0.9100 8月21日 0.9100 8月22日 0.9200

3.80

4.00

4.20

4.40

4.60

4.80
過去1年間のタイバーツ－円相場推移

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05
過去1年間のインドネシアルピア－円相場推移
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（５）シンガポールドル－円為替相場（当行公表仲値）

（単位：1ドル当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 115.4100 7月29日 115.4200 7月30日 115.2400 7月31日 115.3200 8月1日 116.1700

8月4日 114.5000 8月5日 114.1900 8月6日 114.6600 8月7日 114.8200 8月8日 114.7800

8月11日 - 8月12日 115.3900 8月13日 115.2100 8月14日 114.6600 8月15日 114.9600

8月18日 114.9300 8月19日 115.1200 8月20日 114.9000 8月21日 114.6800 8月22日 115.2500

（６）ベトナムドン－円為替相場（参考値）

（単位：１０００ドン当たりの日本円）

（月） （火） （水） （木） （金）

7月28日 5.6500 7月29日 5.6700 7月30日 5.6500 7月31日 5.6900 8月1日 5.7500

8月4日 5.6300 8月5日 5.6100 8月6日 5.6200 8月7日 5.6200 8月8日 5.6100

8月11日 - 8月12日 5.6500 8月13日 5.6200 8月14日 5.5700 8月15日 5.6100

8月18日 5.6100 8月19日 5.6200 8月20日 5.6100 8月21日 5.5800 8月22日 5.6100

102.00

106.00

110.00

114.00

118.00

122.00
過去1年間のシンガポールドル－円相場推移

5.40

5.60

5.80

6.00

6.20

6.40
過去1年間のベトナムドン－円相場推移

 
 

 

 

 

 

 


